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平成19年度 知事と語ろう「明日の茨城」（日立会場） 

 

○日 時  平成19年６月28日（木）10：00～ 

○場 所  日立シビックセンター 2階多用途ホール 

○出席者 〈県民〉 

      参加者 134名（男性63名，女性71名） 

     〈知事〉 

  橋 本   昌   茨城県知事 

     〈執行部〉 

河原井 忠 男   県北地方総合事務所長  

      加藤木 高 夫    総務部企画監 

      丹   勝 義   企画部企画監 

            今 橋 裕 磨  生活環境部企画監 

      佐久間 正 敏  保健福祉部企画監 

      清 宮 正 人  商工労働部企画監 

      岩 田 一 俊  農林水産部企画員 

      立 藏 義 明  土木部企画監 

      藍 田 利 弘  企業局企画経営室長 

      齋 藤    勉  教育庁企画広報室長 

平 沼   康  警察本部総務課係長 

風 見 和 幸  警察本部警務課管理官 

     〈司会〉 

            樫 村 勲 雄  県北地方総合事務所県民生活課長 

 

（司会） 

大変お待たせいたしました。 

 本日は，お忙しい中をご出席いただき，ありがとうございます。 

 ただいまから，知事と語ろう『明日の茨城』を開会いたします。 

 初めに，橋本昌知事からごあいさつを申し上げます。 

 それでは，橋本知事，お願いします。 

（知事） 

 皆さん，おはようございます。 

 きょうは，本当にお暑い中，早朝からお集まりいただきましてまことにありがとうございます。 

 また，大変多くの方々にお集まりいただいたことにつきまして，皆さん方が何とか地域をよくしていきたいと

いう強い思いを持っておられることを感じておるところでございます。 

 せっかくの機会でございますから，皆様方からいろいろなご意見，ご提案をお聞きする前に，私どもが考えて

いることにつきましてお話を申し上げてみたいと思います。 

 皆さん方ご承知のとおり，この間，国立社会保障・人口問題研究所から2035年の人口推計が出されました。こ

れによりますと，日本の人口は13.38％減ることになっているのですが，2005年から2035年までに全国の人口が

１億2,770万人から１億1,000万人に減る。その中でも，例えば，鳥取県は60万人が49万5,000人になってし

まう。あるいは，秋田県も114万6,000人が78万3,000人と32％ほど減ってしまうという推計になっております。

茨城県の場合でも297万5,000人が245万1,000人になるということで，これから大変な人口減少社会が来よう

としていることがこの推計からもうかがえるわけであります。 

 そういった中で，この前，国が発表したものによりますと，これから集落としてやっていけなくなる地域が全

国に2,600ぐらいあるのではないかという推計もなされております。 

 そういう状況を踏まえながら，茨城県として何をしていかなくてはいけないかということが一つの課題であろ

うと思っております。 

 もちろん，国全体としてもこれから人口減少社会になっていくわけでありますから，その活力をどうやって維

持し，豊かな生活ができるような状況をつくるかという大きな課題がございます。日本の場合には，食糧の60％，

エネルギーの 80％を輸入しているわけでございまして，今，ＢＲＩＣｓ諸国を初めとする諸外国がどんどん発展
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しつつありますので，そういったところが使用する量が多くなってきますと価格が上がってまいります。２～３

年前から鉄が大変な勢いで上がったわけでありますが，上がったものを買うためには，同じ量を買おうとすれば，

当然，相当な外貨が必要になってくるわけであります。人口が減少するから少しは量が減るにしても，円が安く

なっていく，あるいは物価が上がることによって大変な影響を受けているわけでございまして，そういうことも

頭に置きながらやっていかなくてはいけない。発展途上の国々から製造業などを中心として追い上げがある。そ

の中でなおかつ食糧やエネルギーを輸入するためのお金を十分得ることができるかという大変大きな課題が出て

くるわけであります。 

 そういったことを頭に置いた場合に，茨城県の場合は，仮に外貨を稼ぐのが先端産業と言われるものだとすれ

ば，その一翼を担う大変大きな役割を果たせるのではないかと思っております。東京は大変素晴らしい力を持っ

ておりますが，それとあわせて一緒になってやっていけるのは，つくば・東海などを擁する茨城県，特にこの地

域も，ものづくりという意味では，一時期，ものづくりは開発途上国に行ってしまうのではないかと言われてお

りましたが，そういった状況ではないわけでありまして，最近，日本の企業も，そのノウハウを相手国に渡して

しまったのではだめだということを認識され始めて，どんどんこちらへ戻りつつある傾向もございます。 

 そういったことも踏まえて，東京都，茨城県，あるいは京阪名が，日本の最先端の知識，技術を活用して科学

技術創造立国を基本に日本の発展を図っていくのだとすれば，大きなポイントになってくるのではないかと思っ

ております。 

 そういった点で，茨城県を活力のある県にすると同時に，今申し上げたような日本がしっかりと発展していく

上で大きな位置を占められるような状況にしていく必要があるのではないかと思っております。そして，それが

できる県であろうと思っております。 

 また，一方では，そうはいっても，住みやすい県，医療とか福祉の体制が整っていなければだめなわけでござ

いまして，そちらについても，活力を維持しつつ，どうやってお金を回していけるかということになってまいり

ます。 

 さらには，今，生き生きとした社会をつくる，あるいは住みよい社会をつくるためにはマンパワーが大変大事

になってきております。最近は，効率主義の中で，一部は落ちこぼれ的になっていく人たちもいるし，競争社会

の中でつぶれてしまう人たちも大分出てきております。そういうことを少しでもいい方向に持っていけるかも大

きな課題になってきているところでございまして，どんな優良企業でも，発展しつつある企業でも，その企業の

方々に聞いてみると，精神的にまいって脱落している人たちがかなり出てきているわけでございまして，そうい

った人を少しでも少なくしていかなければいけない。 

 あるいは，近年，とみに学力の低下とか社会性の欠如ということが言われておるわけですが，最近の新聞など

をごらんになられてもわかるように，親も大変な状況になってきている。少子化の中で子供を大事にしてしまう。

例えば，家では掃除させていないから学校でも掃除はさせないようにという電話があったとか，あるいは，クラ

スの写真を撮ったら，何でうちの子が真ん中にいないのかという話が出たとか，さらには，今，大学の入学試験

をやりますと，１時間目が終わると必ず事務局に電話が殺到するそうです。誰からかというと，受験生の親から

で，何でそんな寒いところで試験を受けさせているのですかと。１時間目が終わったら子供たちがすぐ携帯電話

で親に連絡しているのです。すべてを親と一緒にという形で，親御さんが離れていないという状況もあるのでは

なかろうかと思いますが，そういったことで本当にいいのだろうかというさまざまな問題がございます。 

 そういったようにどんな面から見ても県政をいい方向に持っていかなくてはいけないわけでありますが，当面，

今，一番力を入れておりますのは，人口減少社会に対して，この地域を活力ある形にしていくかという点で，活

力ある地域づくり，元気な地域づくりでございまして，「元気いばらき戦略プラン」がございます。これは昨年度

からスタートしました新しい県の総合計画でありますが，こういう形で開いていただきますと，私の顔写真の反

対側のほうに３つの目標がございます。競争力あふれる産業大県「活力あるいばらき」，安心・安全で快適な「住

みよいいばらき」，充実した教育が行われ個性や能力が発揮できる「人が輝くいばらき」と書いてございます。 

 このうちの特に「活力あるいばらき」を一番先に持ってきておりますのは，例えば，福祉とか医療を充実させ

ようと思っても，人がいなくなってしまう，地域に活力がなくなってしまったのではなかなかそういうことは実

現できないわけでございまして，例えば，いい医療を実施しようとしても，過疎とか人口が減ってしまったので

は，そこにそれだけの体制をとっても赤字が増えるだけになってしまいますし，最先端の医療をやっていくこと

もなかなか難しくなってくるわけでありますし，地域にある程度の人口がある，地域に活力があるということが

一番根っことしてあるのではないかと思っておるところでございます。 

 そういったことを考えて「活力あるいばらき」を一番先に出させていただいておりますが，こういったことを

やるためにどういうことを重点戦略にしているかということがこの中に書いてございます。広げていただきます
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と８つの重点戦略がございます。１つ目が力強い産業社会づくり，次が農業関係，３番目が『広域交流新時代の

幕開け』戦略ということで，陸・海・空の交通基盤の整備が書いてございます。 

 幸いなことに，平成18年の工場立地動向調査によりましても，本県の場合は187ヘクタールということで，２

位が愛媛県で 125ヘクタール，３位が群馬県で 124ヘクタールでありますから，１位と２位が約５割の差がある

わけですが，それだけ本県には立地が進んでおるところでございまして，本県の今年度のＧＤＰの成長見込みは

2.46％で，「週刊東洋経済」によれば，茨城県が一番伸びるのではないかという推計がなされておるところでござ

います。 

 この間，朝日新聞に，今，企業誘致のための補助金がはやりだと。しかし，一方ではそれを縮小する動きもあ

る。そして，やっていない県が４つあるという表が載っておりました。茨城県，東京都，群馬県，奈良県が補助

金制度をつくっていないのです。ところが，工場がどれだけ来たかというのでいうと，やっていない４つのうち

茨城県と群馬県が１番と３番に入っているのです。企業がどういうことを基本にして立地地域を選ぶかというこ

とになりますと，補助金などでそう簡単に動くものではないのです。これは誘引として比較的大きな要素にはな

るかもしれませんが，決定要因にはなかなかならないわけでありまして，私どもは，これからのグローバル化の

中で，企業が企業活動をやりやすい環境がどれだけ整っているかが一番大きなポイントだろうと思っております。 

 例えば，シャープは三重県が90億円出したからという話になっておりますが，あれは三重県と青森県の競争と

いうことで，もう三重県にほとんど決まっていたというのはみんなが承知のことであります。シャープは奈良県

に一番重要な研究所がありまして，その近くでなければやれないわけであります。 

 あるいは，プラズマテレビの場合も，テレビの画面のガラスですが，茨城県には鹿島に旭硝子という会社があ

るのですが，ここではつくれないのです。プラズマ用の画面は全部関西地方でつくっておりまして，テレビの企

業はこっちになかなか立地しにくいのです。この間，私どももプラズマのテレビ会社をこちらに誘致しようと思

ってやったら，そういうことがわかってまいりまして，地域全体としてどういう集積があるかとか，あるいは世

界に向けてどうやっていくか。 

 例えば，常陸那珂港にコマツさんが来てくれましたが，これは港です。港から出せないと，一つ輸送するたび

に許可をとらなければいけないわけでして，とてもそんな手間がかかっては大変だということで，坂根さんとい

う社長さんが日本全国の港を見て回ったそうです。その結果，自分のところはブラジルとかオーストラリアとか

アメリカが中心になっていろいろな仕事がかなりありますから，それだったら常陸那珂港が一番いいということ

で，わざわざ小松からこちらへ持ってきたわけであります。そういったことなどからもわかりますように，企業

を誘致するためには，自分のところが企業にとって活動しやすいような状況をつくっていく。 

 そういったことに加えて，最近は労働力があるかということが大変大きな課題になっております。企業がいろ

いろな地域に立地して，労働力がないところがたくさん出てきております。外国から働きに来てもらうとか，そ

ういう形でしのいでいる面も多いのですが，基本的には日本人でどれだけ優れた労働力があるかを考えるわけで

ありまして，そういった点が最近の大きなポイントになっております。 

 私どもは，常陸那珂港もかなり出来上がってきつつありますし，また，３本の高速道路もそれなりに形が整い

つつあります。さらに，つくばエクスプレスが開業になったものですから，茨城県を知ろうという感じを持って

くれているのではないかと思っておりまして，茨城県については企業の認識はここ数年間でかなり変わってきて

いるような気がいたします。まだ一般国民の認識は余り変わっていないというか，関西の人は茨城県は東北地方

だろうと思っている人が半分はいるわけでありまして，まだまだ一般の国民の認識は変わっていないかもしれま

せんが，企業関係者は茨城県についてはかなりの関心を持ってくれているところも多くなっております。 

 これをどうやって実際の立地に結びつけていくかが大事になってくるわけでありますが，私どもとしては，そ

ういう企業環境をつくって，既存の企業もやりやすくする。そして，新しい企業も来てもらえるようにする。そ

れに積極的に取り組んでいるところでございまして，現在までのところはまあまあなのですが，久慈川以北の地

域について申し上げますと，ここが一番難しいわけであります。 

 最近，中小企業ですが，常陸太田あたりに何社か来るという動きが出てまいりましたが，見には来てくれるの

ですが，最後の段階で当選というところまでいかないわけでして，候補にはなっていていろいろ勉強はしてくれ

るのですが，これからそれをどうやってもう少し多くしていくかが大きな課題だろうと思っております。 

 ただ，そうはいいましても，臨海地域の日立製作所さんは仕事はあるのです。例えば，今，原子力発電は１基

製作中でありますし，間もなく２基目に取りかかってまいります。仕事はびっしりあるのですが，ただ，ものす

ごい競争の中で取ってくるものですから利幅が非常に薄くなっている。そのために会社全体としてどんどん儲か

るという状況にいっていない。これがどんどん儲かるという部分になるのは難しいのかなという感じもいたしま

すが，２基に続いて，この間，新聞に載っておりましたが，またアメリカから取りましたから，１基大体 3,000
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億円，そのうち本体だけで 2,000億円ぐらいかかる。そのうちのかなりの部分はこちらに来るということで，今

度，ＧＥとの合弁会社も本社を日立市にして設立するわけでありますから，仕事は当分あると思います。ただ，

それがなかなか儲けにつながってこない。 

 一方で儲かってしようがないのが日鉱金属でありまして，今，非鉄は大変な僥倖を受けている時期でございま

して，儲かってしようがないような状況にございます。 

 そのほか，新しい企業が何とか来てくれないかということで，日立市としても日立地区の産業支援センターを

つくったり，日立市も積極的にやっているのですが，流れがなかなか戻ってこない。きょうの茨城新聞の記事を

見ていましたら，日立市実態調査で，商業衰退，工業は横ばい，歩行者10年前の半減，７割の商店が売り上げ減

少，営業力強化が課題とかいろいろなことが書いてありましたが，まさにこういうのが実態ではなかろうかと思

っております。 

 本県内の人口移動を見ますと，日立市が一番減っております。それはどこへ行っているかというと，東京都で

もないのです。ひたちなか市とか水戸市に移動している。日立市は，ここ数年間，コンスタントに月 100人ちょ

っと減少していますが，意外と近くに移動している。これは，子供さんたちが家をつくろうと思っても，土地が

高いとかいろいろな問題があるのかもしれませんが，そういう状況をどうやって食い止めるか。東京へどんどん

逃げているというのとも違うものですから，対策も難しいのだろうと思っております。例えば，日立製作所に勤

めるにしても，常磐線沿線では東海は高めですが，佐和あたりになると土地がとても安いのです。そして，だだ

っ広く広がっておりますから，そういう諸々のこともあるのかもしれませんが，何とか日立市にとどまってくれ

るようにこれからもっと頑張っていく必要があるのだろうと思っております。昔は奥のほうまで工場の住宅があ

って住んでいたわけですが，今は誰もいなくなってしまっているという状況でもありますし，これをカバーして

いくのはかなり難しい面もありますが，今，毎年，1,000何人減っているというのは困った現象でありますので，

とどまれるように頑張っていかなければいけないと思っております。 

 これについては，これという絶対的な切り札はございませんが，例えば，市では県営の神峰アパートに子育て

の施設をつけたとか，いろいろやってくれていますが，商業機能についても，新しくできたものの，私どもの聞

いている範囲では，みんなの評判が必ずしもいいというところまでまだいっていない。その辺も含めて，どうや

ってよくしていくかという課題があるのだろうと思っております。 

 そういう状況の中で，県の財政はものすごく厳しいけれども，県全体の勢いとしてはまあいいほうに行ってい

るのかなと思っております。茨城県の場合は，ここで頑張ればこれから発展するほうへ行ける。力を抜くとずる

ずるずると下がってしまうという境目で，今が一番必死で頑張らなければいけない状況にあるのかなと思ってお

ります。 

 それを最重点にしながら，どうやって「住みよいいばらき」，あるいは「人が輝くいばらき」をつくるかという

ことを進めているわけですが，当面の課題としては，一番大変なのは医師確保対策でありまして，日立市は，日

立総合病院さんが岡先生を中心として一生懸命頑張ってくれていますのでまだいいのですが，高萩市とか北茨城

市になりますと病院問題が極めて大きな争点になってくるわけでありまして，高萩協同病院は，つくったものの

お医者さんがなかなか来てくれない。北茨城市の場合もお医者さんの確保に四苦八苦している状況であります。 

 これは，全国的に医師の研修制度が見直しされて，大学を卒業した研修医がどんどん都内の病院に行ってしま

ったもので，それに伴って地方の病院から引き揚げが始まったということが一つの大きな原因になっております

が，それ以上に問題なのは，１県１医大構想ということで，１つの県に１つの医科大学をつくればいいという発

想で昭和40年代に進められてきましたが，茨城県は筑波大学があるからいいということで，筑波大学の医学部１

つしかございません。 

 しかし，鳥取県のように人口が間もなく50万人を切るというところでも１医大，あるいは福井県とか山梨県も

80万人しかいないのに100人規模の医大が１つあるのです。ところが，茨城県は300万人で１つですから絶対数

が少ないのです。昔でいえば，この辺は東北大学の医学部から送ってもらって賄えていたのですが，今は東北大

学の医学部は高萩協同病院の院長がそうです。国立水戸医療センターもそうです。水府病院もそうです。水戸協

同病院もそうです。院長さんクラスはこちらに来て居ついてしまいましたからいいのです。ところが，若手は極

めて少なくなっているのです。全部筑波大学で，そして，ここは大変だけれどもどうしてもお医者さんだけは確

保しなければいけないというところは自治医大の卒業生を県で回しているという状況にあります。 

 それは南のほうもそうなのです。土浦協同病院は医科歯科大学の最優先関連病院なのですが，今まではぜひお

願いしますと来ていたのが，今はそんなにいい顔をしなくなっている。西のほうも，今までほかから来ていたの

が全部筑波大学から送っているのです。ですから絶対数が足りないわけでありまして，100人で茨城県全部を賄う

のは不可能であります。 
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 これをどうやって解決していくかということで，修学資金をつくったり，研修医を受け入れるところに対する

補助制度をつくったり，医師確保支援センターをつくりながら努力をしておるところであります。今，少しずつ

よくなりつつあるのかなと思っておりますが，産婦人科，小児科を中心にまだまだ十分ではありませんし，将来

的には外科医が不足すると言われております。外科医は相当な訓練期間が必要なので，小児科，産婦人科よりも

さらに養成が大変だということがありまして，これが不足してくるのではないかということが専門家の間では非

常に心配されております。 

 それから，麻酔医も大変な不足状態でして，麻酔医の方は特定の病院に所属しないで，麻酔医だけでグループ

をつくって，ものすごく高い料金をもらって出張で稼いでくるという状況になっております。これも異常ではな

いかと思うのですが，そのほうが儲かるから余り勤務したがらないのです。手術をする病院にほとんど儲けがな

くなってしまうぐらいの高い料金をもらっております。今まで麻酔医さんは外科医などと比べると低く見られが

ちだったのですが，今は非常に希少価値が出ています。これも困ったものだとは思っておりますが，全体として

何とか医療体制がうまくいくような制度をきちんと考えてもらわなければいけないと思っております。 

 それから，教育でありますが，教育についてもさまざまな問題があります。教育再生会議でいろいろ議論され

ていますから皆さん方もご承知のとおりでありますが，果たしてこのままで日本は大丈夫なのだろうかというと

ころまで行きつつあるのではないかと思っております。 

 私どもも，学力はもちろんのこと，今の子供たちの一番の問題は集団生活ができないと言われております。人

と接触することができないということが言われているわけでありまして，そういった点を中心に，自然体験，キ

ャンプなどをやってもらったり，いろいろな仕掛けをやっているところでございます。 

 あるいは，読書によって，実体験ができないまでも，本の中で体験をするというようなことを進めているとこ

ろでありまして，「みんなにすすめたい１冊の本事業」を小学４年，５年，６年でやってまいりましたが，今度は

中学生もやるようにしておりまして，子供たちに選んでもらった300冊の本を何冊読むかというので，１年に50

冊読むと教育長賞，300冊読むと知事賞を出すのです。今，50冊読んでいるのは，多分，２万何千人かいるはず

です。それから，300冊読んでいるのはさすがに何百人かになっていると思いますが，一生懸命読む習慣はついて

きております。これをもっと徹底してやっていきたいということで，今度，中学校でも同じような試みを始めて

いるところであります。 

 あるいは，小・中の道徳を徳育という名前にして云々ということが言われておりますが，本県の場合には，今

年度から高校１年生に道徳の授業を導入いたしました。全県立高校でやるのは全国で初めてなものですから，い

ろいろな全国紙の社説などに取り上げられておりますが，これをすごい成果が出ていると言えるようにするかは

これからでございまして，先生方に一生懸命頑張っていただいて，やってよかったと言われるような状況をつく

り上げるべく努力をしているところであります。 

 そのほか，今度は全学校での学力調査が行われておりますので，この結果がどうなるか，それによって大きい

波紋が出てくるのだろうと思っております。茨城県が何番になるかわかりませんが，低くなったところはてんや

わんやで何かやらなければいけないということが出てくると思いますが，それがどういうふうに出てくるのかを

大変関心を持って見ておるところであります。 

 いろいろお話ししたいことはあるのですが，皆さん方からお聞きする時間がなくなってしまいますのでこの辺

でやめさせていただきますが，いずれにしても，この地域は，これからのモデル的というと表現は変かもしれま

せんが，財政が大変厳しい中で，市民と行政側が一緒になっていろいろなことをやっていく。場合によっては，

有料ボランティア的なものも含めて，そういう面では大変先進的な地域でもございます。ぜひともそういう活動

をもっともっと伸ばしていただいて，ほかの模範となるような地域になっていただければ大変ありがたいなと思

っております。 

 以上で私の当面の話は終わりにさせていただきます。どうもありがとうございました。 

（司会） 

 では，これから知事と語ろう『明日の茨城』の意見交換に入らせていただきます。 

（知事） 

 それでは，どなたでも結構ですから，市町村名と名前を言っていただいて，いろいろご発言をいただけたらと

思います。手を挙げていただければと思います。 

（参加者） 

 「元気いばらき戦略プラン」のチラシの中に，「人が輝くいばらき」という言葉を使っておりますが，今，政治

や政治家は，人が輝くどころか，心配と怒りだけで困ったものだという状態になっていると思います。そういう

角度からお尋ねしたいと思います。 
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 まず一つは，国民年金です。国民年金は国の問題だ，社会保険庁の問題だとおっしゃりたいでしょうが，しか

し，この制度は，国を挙げて，本当に素晴らしい制度なのだから加入してくれということを，県も自治体も，県

民，市民のためであるのですから，そういうＰＲをやってこなければならないのに何もやってこなかった。しか

し，今，こんな状態になって，県はどんな見方で，どんな取り組みをしていられるのか，お尋ねしたいのが一つ

です。 

 それから，２つ目は介護保険の問題です。コムスンはよくぞああいうひどいことをやってくれたものだ。あれ

は，例えて言うならば，少し前の耐震偽装問題に似たようなもので，やった方も悪いけれども，発見できなかっ

た自治体も悪いという見方になろうと思います。 

 そこで，介護保険制度はいろいろ問題はあるのだろうと思いますが，あの問題に対して，今，施設に入ってい

る人たちに対する取り組みは，県，あるいは県の指導によって，それぞれの市町村はどんな動きをしているか，

これが一つの角度です。 

 もう一つは，介護保険制度はいろいろな問題があるはずなのです。問題があったら，それをチェックしたり調

査することが必要なはずです。そういう角度で考えたとき，介護制度オンブズマンをつくってチェックしたり調

査するものを公的に設ける必要があるのではないか。資金が足りないと言うかもしれませんが，資金は心配ない

と思うのです。保険基金を使うなり，横出し，上乗せ制度を利用してもいいはずですから，そういう制度でチェ

ック体制を，県の指導のもとに，あるいはモデル市町村をつくってもいいと思いますが，そういう考えについて

はどう思われるか。 

 それから，もう一つ，最後は税金の問題です。皆さん，税金を納めなければならない重さに大変苦労している

と思います。これからもっと苦しくなるはずです。私は，その税金の中で都市計画税についてぜひお尋ねしたい。

これは県の条例に基づいてほとんどの方が納めている目的税です。目的税ですから，そこで，都市計画税は，都

市計画のために，それぞれの市町村がこういう事業をやる，そこにお金を幾ら使いますから協力して納めてくだ

さいということでないと都市計画税なんか納めていられるか，何のために納めるのだということになりかねない

でしょう。したがって，事業の目的と使途内訳を，年度ごとに，県の指導で，県民にわかりやすく紹介するよう

な方策はいかがか。 

 以上３点の角度から知事にお尋ねいたしますので，よろしくお願いします。 

（知事） 

 いろいろな問題についてお尋ねをいただきましたが，県と市町村が対等の関係だということで，今，指導，指

導というお話がございましたが，これは余り県が口を出しすぎてはいけないということが基本にあるということ

を最初にお話し申し上げたいと思います。 

 それから，年金ですが，年金が重要なものだということは私どもも昔から言ってきているところでありまして，

地方事務官制度という時代には，市町村が一生懸命に還流を称揚する，あるいは年金保険料納付をお願いしてき

て，あのころは70％を超した納付率があったのです。それが平成15年にこれを国の事務にしようということで変

えた途端に 63％まで落ちてしまった。今，不納欠損になりそうなものを母数から落としていますから少し徴収率

が上がってきたように見えていますが，実態は下がったレベルと同じであります。 

 こういったことについて私どもは大変に問題だと思っておりますが，では，それを県が，あるいは市町村がも

っと納めなさいとＰＲすればいいのかということの前に，納めない人のほうが悪いということをまず考えてもら

わなければいけない。例えば，給食費も納めないようにしている。納めないから余計な手間がかかる。みんなが

納める方向へお互いに誘い合ってやってくれれば一番いいわけでありまして，国も県ももっともっと頑張らなけ

ればいけませんが，もっと余計に経費がかかる方向へいくのも余り得策ではなかろうと思っておりまして，そう

いうことも含めて教育の問題が大変大事になってくると思っております。今，授業料も納めない，給食費も納め

ない，何でも納めないで済んでいれば得だという考え方がどんどん広がってきている。これが問題だろうと私は

申し上げているわけであります。 

 それから，もう一つは，介護保険，これも見つからなかったというのは大変悪かったかもしれません。ただ，

やるほうも極めて悪いわけでありまして，こんなことをやるようなところがどんどん出てくるからチェックのた

めにものすごい金がかかっているのです。こういうものをどうやって減らすか。例えば，刑事事件などもそうで

す。私が知事になってからだけで警察官を 700人ぐらい増やしているのです。一般行政職員はもう 1,100人減ら

してきて，あと 500人減らします。学校の先生も 1,500人減ってきます。そういうように自分たちがみんなでお

金がかかるようにしてしまっている。それが一番問題であります。 

 ただ，一方で，入所者対策はやらなければいけませんから，我々も，コムスン関係のところに世話になってい

る人に対して，利用者対策ですが，今，やれるかどうかを全部調べ上げています。最終的に明日までに全部終わ
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りますが，一般的な介護については大丈夫になっております。ですから，問題なく移行できるだろうと思ってお

ります。 

 それから，制度の問題点については，私どもは大変問題があると思っております。特に大都市部と地方部で大

変違ってきているのですが，大都市の場合に，近くにどんどんあるからというので民間が入ってきました。これ

が徹底して営利主義でありますから，それは企業にとっていいかということが先にたってくるわけでありますの

で，１年前まではホームヘルパーさんを中心とする制度を維持していくための必要な人数が幾らでも集まったの

です。それでばさっと整理した。ところが，景気が回復してきて人がいなくなっている。そのために今度はホー

ムヘルパーさんが今の条件ではなかなか集まらなくなってきているのです。ですから，今度は一気に経営が悪く

なりつつある。経営がもし赤字になったとしたら継続してもらえるのかどうか。そうすると介護料をぼーんと上

げなければいけなくなってくる。 

 そういう問題も含めて，制度的にいろいろな問題はあるのだろうと思っております。茨城県では，介護保険と

いうシステムではなく，介護保険をつくるときに当時の厚生省に何度も行って説明してきたのですが，地域ケア

システムを税でやっておりました。これは保険料をもらう格好ではなく，本当に必要な人にということでやって

おったのですが，厚生労働省はコーディネーターなどの仕組みをこっちのことを参考にしながらつくっていかれ

たのですが，今の制度で年金も介護保険もうまくやっていけるのかどうかということについては，もっと長期的

に見なければいけないだろうと思っております。 

 年金制度が導入された1961年には，男性の平均寿命は65歳，女性の平均寿命は70歳，今は女性の平均寿命は

85歳ですから，せいぜい10年しかもらっていなかったのが，今は15年もらうわけです。しかも本人が働いてい

るから，半分という格好でなくもらう人がどんどん増えてきているわけでありまして，そういうことなども踏ま

えた上で，公的負担をどこまで導入するのか，今は税でもたせているわけですが，これをどうするのかという問

題も含めて，一元化の問題も含めて，今，真剣に議論はしているのだと思いますが，これだけ納めない人が増え

ている状況のもとで，今の状況がいいのかどうか，税金で全部やったらという声も出てきておりますし，不公平

が出てくるのではないかという問題もございます。 

それから，生活保護との関係も出てくる。生活保護よりもこっちのほうが安いのは問題ではないかとか，いろい

ろなことが出てきているわけでして，そういう面での問題点は介護保険も含めてあると思います。 

 それから，都市計画税ですが，これは県の条例ではなく，地方税法に基づいて市町村が都市計画税を取るかど

うかは決めております。 

 どういう状況を指して言っておられるのか私はわかりませんが，明らかに都市的なインフラが備わっていると

ころと整っていないところである程度税に差をつけるのはやむを得ないのだろうと思っております。 

 ただ，もう少ししっかり説明したらどうかということについては，それはそのとおりだと思いますので，そう

いうことについては，目的税でありますから，こういうふうに使っているということがわかるようにしていくよ

うに市町村にも働きかけていきたいと思っています。 

 以上です。 

 ほかにございましたら。 

（参加者） 

 大きいことより，知事がお話になったことで，足元の感じで，意見という感じになるのですが，日立の女性大

学にも少し参加させていただいたことがあるのですが，そういうときに市長なりどなたかがおっしゃることは，

必ずお金がない，財政が厳しいということを最後にはおっしゃられるのですが，例えば，今回の案内が来たとき

に一番最初に感じたことが，何でこんなに紙を使うのだと思ったのです。はがきでいいじゃないかと。封筒で，

Ｂ５の紙２枚で来ているのですが，文書はもっと細かくできると思うし，減らすことができると思うし，はがき

ぐらいで十分いいのではないかと思います。労力がない，金がないと言うのであれば，一番最初にできることは

切り詰めることだと思うのです。そういうことからやれば，見る人が見ればわかるというか，これだけ切り詰め

ていると。では自分たちもいろいろなことで頑張っていこうと感じる人は感じるのではないかと思いました。 

 あと，医療対策ですが，先ほど知事がおっしゃったように，筑波大学だけに依存して，ほかの医療大学生なり

医療従事者を育てる機関をつくってこなかったというのがまず一番の問題なのでしょうから，それはこれから長

い目で見てかかることだと思うので，今やっていることで地道に進んでいくしかないと思います。 

 次は，教育の問題で，読書を年間何冊とおっしゃっているのですが，例えば，教師の立場から考えてみると，

毎日，ノートとかテストとか，授業以外の雑務がとても多くて，それを考えたときに，読書は非常に孤独な作業

ですから，子供がきちんとそれを読んで理解し，身につけているかをどういうふうにチェックするのかというこ

とまで思うと，ただ年間何冊読めばいいのではないかという方針だけではどうなのだろうということを一つ考え
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ました。 

 それから，茨城県自体の全国での印象で，関東圏なのに実は東北圏と思われているということを言われました

が，それはなぜかと考えると，イメージだと思うのです。茨城県というイメージが全国にどういうふうにとらえ

られているか。そうすると，例えば「元気いばらき戦略プラン」でもそうですし，「茨城の豆知識」から見まして

も，ものづくりを掲げている県ですが，実は農業県でもあって，あるいは映画のロケ地などもたくさん誘致され

ていて，多面性があるというか，一つではとらえられないところがあって，そう思ったときに，工業というすご

く洗練されて世界でもトップレベルというイメージもあれば，農業や，古い町並みを残していて，それを生かし

たアピールもしているとなると，関東というと洗練されたイメージがあると思うのですが，どちらかというと東

北に見られるというのは，言葉はあれですが，田舎くさいというか，どんくさいというか，そういうイメージが

あるからそういうふうに思われるのではないかと，これは私の意見ですが，そう思ったわけです。だから，そう

考えたときに，イメージ戦略になるのかもしれませんが，茨城という県をどういう印象とかイメージで全国とか

海外に売り込んでいくかも考えていったほうがいいのではないかと思いました。 

 以上です。 

（知事） 

 私は今の封筒は見ていないのでわからないのですが，徹底した節約をやっていきたいと思っております。でき

るだけ節約しながら行政をやっていくことについてはあらゆる面で心がけていきたいと思いますので，いろいろ

ありましたらご指摘をいただきたいと思います。 

 医療もやってこなかったという話ですが，やってこなかったというよりも，医学部の定員を八千何百人まで増

やしたのだけれども，途中で医師が多くなりすぎるというので国が減らしてしまったのです。これについてはま

だ教室などは使える状況にあるので，定員を 1,000人ほど減らしていますから，その分を増やしたらどうかとい

う働きかけをやっております。これについては，国がものすごく頑なというか，なかなか増やさない状況にあり

まして，私どもは働きかけをすることはできますが，それを実施に移せない状況にあるので，それで非常に困っ

ているわけであります。 

 それから，読書の効果をチェックする方法がないではないかということですが，効果をチェックできないから

というので何もありませんでしたら，本に親しむということもなくなってしまうわけでありまして，例えば，「読

書百遍意自ずから通ず」という諺もありますし，それは本に接することによっていい結果が出てきているのでは

ないかと思っております。それは森さんが思われるとおりの効果というところまで行くかどうかはわかりません

が，私は，少なくともいい効果は出てきているのだろうと思っております。この間も，茨城県のその活動を，読

売新聞社がやっておったコンクールに応募した学校の校長先生がおられまして，たしか総理大臣賞をもらいまし

た。いろいろな意味で評価されているのだろうと思っております。 

 それから，イメージでありますが，イメージについては我々も何とか直したいと思っております。ただ，東北

と地続きでもありますし，ややもすれば栃木県も群馬県も同じような目で見られがちではあるのですが，何とか

茨城県独自のイメージをつくっていきたいということで努力をしているところでありまして，農産物も全国で３

位の大産地でありますから，これも「うまいもんどころいばらき」ということで 10年ほどやってきたのですが，

「茨城の豆知識」にありますように，１位の農産物だけでもずらーっとあるので，どの品目という形でやっても

ほかの品目から恨まれると思って全体を宣伝するような「うまいもんどころいばらき」というキャッチフレーズ

をつくりました。しかし，なかなか浸透しないので，個別にやらなければいけないかというので，今，メロン，

常陸牛，コシヒカリという形で，コシヒカリは新潟県に次いで全国第２位の産地，メロンは第１位，常陸牛は宣

伝効果がかなり出てまいりまして，帝国ホテルのギフトカタログにも取り上げられるようになってきております

し，値段も上がってきておりますし，売れ行きもどんどん伸びてきております。そういった点で少しでも全体の

イメージがよくなるようにということで努力をしているところです。 

 ロケ地も，フィルムコミッションという組織を全国で初めてつくったのは茨城県でありますし，市町村もそれ

を真似してどんどん協力体制をつくっているという中で，平成18年度は273本くらいのいろいろな撮影がなされ

ているところでありまして，私どもとしては，そういうものも通じて茨城県のイメージを上げていければありが

たいと思っております。 

 私の友達が女子大の講師をやっているのですが，自分が茨城県出身ですから，生徒にまず「茨城県出身者いる」

と聞くと，10何年前は茨城県というと恥ずかしいのでみんな手を挙げなかったそうです。先ほどのどんくさいと

か田舎っぽいとかいうことだと思いますが，最近は「茨城県出身者いるか」と言うとどんどん手を挙げてくれる

そうでありますから，少しは変わってきているのかなと思っておりますし，みんなが自分で少しでもイメージが

上がるようにということをやらないと，行政だけがやっても限界もあるわけですし，県民挙げて取り組んでいか
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なければいけない課題だろうと思っていますので，森さんにもそういう点で積極的なイメージアップについてご

協力いただければありがたいと思っております。 

（参加者） 

 一つだけお伺いしたいのですが，私は健康プラザでやっているシルバーリハビリ体操を受講しました。無事修

了しましたが，今は地域で活躍させていただいて，大変喜ばれております。 

 私どもと一緒に日立市，高萩市，北茨城市の方もおりました。この人の話を聞きますと，どうしても水戸市を

中心とした健康プラザでやっておりますので，交通の不便さと交通費がかかるのが大変気になりますという話も

ありました。 

 そこで，県としては，これから日立市以北の高萩市，北茨城市を中心とした受講の場所を何とかできないもの

かという話も出ております。県として，水戸を中心ばかりではなく，県北に受講会場を設けることができないの

か，お伺いしたいのです。 

（知事） 

 できるだけみんなが集まりやすいようにというので，会場の関係もあってあそこになっております。日立市へ

持ってくると，今度は南の人はまたその分値段が高くなってしまう。南へ持っていくと北の人が高くなるという

難しい問題もありますから，毎回変更というのも，通知が徹底しないと間違ったところに行ったりするので難し

い面はありますが，いずれにしても，今年は，大田先生の方針でいくと，15人ぐらいの１級の体操指導士さんに

誕生していただく予定になりますので，１級の人には指導ができるような資格を与えられるはずであります。こ

れはかなり厳選した方になっていただけると思いますので，例えば，この近くですと生涯学習センターなどもあ

りますから，ああいうところで県北版を始めるということも可能になってくるだろうと思っております。私ども，

できるだけ広げていきたいということで，当面は向こう中心にやっていますが，それぞれの地域でももっと活発

にやれるように早期に体制をつくっていきたいと思っています。 

（参加者） 

 今，健康の問題が出ました。私もやっているのですが，世界に先駆けて長寿国日本ということでますます高齢

化が進んでいると思います。 

 私は５年目になりますが，高齢者のふれあいサロンを私の町内の公民館で月２回やっておりますが，今，健康

づくりのお話が出ましたが，地域の交流センターでやっているいろいろな健康づくり，あるいは趣味の会の方々

もこのふれあいサロンに取り入れて，健康づ くり推進部とかいろいろやっている方をお招きしてやっておりま

す。 

 ひとり暮らしの方も結構おりますが，ついこの間なのですが，ひとり暮らしの方のすぐ近くの方に介護の先で

行き会いまして，「小林さん，ここでいろいろとやっておられるのですが，私も母がひとりでちょっと離れたとこ

ろで暮らしているのですが，こういうのがあれば私も安心してここでいられるのだけれども，本当にいいことを

やっていますね」というお話がありました。私自身も，介護予防ですから，これからの高齢化に向けまして，元

気で長生きして，皆さんとふれあいを持って，脳の健康も体の健康もみんな一緒にまとめて頑張ってやっている

ところです。 

 以上です。 

（知事） 

 （お名前）さんのような活動を多くの人に展開してもらえればありがたいと思っておりますし，平均寿命が伸

びましたので，これから健康寿命をどう伸ばすかという点で，例えば，何かあったときに，家庭で日常生活がで

きるようにとかいろいろなことを考えて，特に茨城県ではリハビリ体制について，９つの保健医療圏があるので

すが，それぞれにセンター的なところに一つなっていただいて，ここは多賀病院になっていただいて，その下に

ある程度のスペースを持ったリハビリテーションステーションを医療圏に３つぐらいつくっていきたいというこ

とで進めているところでして，かなりの病院がリハビリテーションステーションをつくってくれておりますので，

私どもも，今おっしゃられたような趣旨を踏まえて頑張っていきたいと思います。 

（参加者） 

 知事と語ろう『明日のいばらき』に参加するに当たって県議会を２回ほど傍聴してきました。ここにいらっし

ゃる皆さんの中で県議会を傍聴された方はいらっしゃいますでしょうか。挙手ではなく，立っていただけますか。

お疲れのところ申しわけございません。 

 私，県議会を初めて傍聴したのですが，８日に行きました。８日は一般質問のような形で討議されていたので

すが，15日の閉会の日にも行きました。表決が見たかったのです。どのような表決をしているのか。そうしまし

たら挙手だったのです。私は２日間見ましたが，ほとんどの方が居眠りをしておりました。知事さんはさすが最




